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《結果》
○アンケート回収数：121名（入場人数182名）

○成果発表会で好評（参考になった）でのトップは１番の「居場所　ひだまり八幡」であった。

○アンケートを回答していただいた参加者構成は、１％実施団体と区長会で８４%であった。

《集計内容》
●本日の「成果発表会」について、ご質問いたします。

【問１】４団体からの成果発表がありましたが、参考になる事例がありましたか？

① 参考になった 112
② 参考にならなかった 1
③ どちらでもない（無回答含む） 8

1 38

理由

2 15

理由

3 37

理由

4 17

理由

5

理由

※参考になった団体に関しては複数回答・無回答票がありますので、合計数は一致しません。

平成３０年度１％まちづくり事業成果発表会アンケート結果

・各々の地域で頑張っていることを知ることができて良かった・活動が良くわかり今後の参考にな
りました・目的が明確でよかった。

（それは何番ですか？）

『居場所　ひだまり　八幡』　（八幡南）

『ちびっこ広場整備（芝の維持管理）事業』　（矢場町）

『東山公園の水芭蕉群生地の整備』　（東山公園の水芭蕉を守る会）

『第３回　おおたザ・カントリー』　　　（おおたザ・カントリー実行委員会）

全て参考になった

・創意工夫が素晴らしい・努力が見える・どの地域でも起こりうるから関心があった・生活支援事
業の参考になる・老人会活性化・日本や太田市の問題が分かった・自治会が取り組むことが素晴
らしい・超高齢化予備軍の理解が不可欠とわかった・自分たちの町内でも実施できそう・居場所
づくりの見本になる・民生児童委員の参考になった・身近に感じる・元気な高齢者の自宅外活動
に有効。

・継続することが素晴らしい・目的がしっかりしている・自ら実施しているところに感心した・老若男
女の交流が良い・将来考えているので参考になった・公園の芝張りは参考になる・各々の自治会
でも出来そうなので参考になった。

・蓮池の事業と似ている・新名所に力を入れる努力・水芭蕉を知れた、見たくなった・本来のボラ
ンティア活動である・従来に無い発表内容だった・「いのしし対策」に苦労していることがわかった・
地域おこしの参考になる・水芭蕉が近いことを知った・町内の人以外で行っていることが素晴らし
い・もっとPRしてほしい・水芭蕉まつりにも参加したいと思った。

・誰でも楽しく参加できそう・見ていて楽しい・参加しやすい・ぜひ見に行きたい・従来に無い発表
内容だった・カントリー音楽の着想が良い・DVDが良かった・来場者を増やすためにYouTubeの利
用が良い・太田市の元気に繋がると思う・市のPRに貢献していた。



【問２】成果発表会の感想をお聞かせください。

① 良かった 85
② 良くなかった 0
③ どちらでもない（無回答含む） 5

【問３】成果発表会の開催はどのように知りましたか？（複数回答）

① 団体あての手紙 26
② 区長会 49
③ 広報・ホームページ 11
④ その他（無回答含む） 8

【問４】本日はどのような立場でのご参加ですか？（複数回答）

① １％実施団体関係者 29
② 区長会 48
③ 一般 9
④ その他（無回答含む） 5

●１％まちづくり事業についてご質問します。

【問５】これまでに、１％まちづくりに参加したことはありますか？

① 参加したことがある 66
② 参加したことがない 21
③ その他（無回答含む） 0

【問６】今後、１％まちづくり事業に参加（継続）したいと思いますか？

① 参加（継続）したい 76
② 参加したいとは思わない 2
③ その他（無回答含む） 8



【問７】１％まちづくり事業について、ご意見やご提案がありましたら記入をお願いします。

◯とにかく市民が参加しやすい事業が一番。

◯発表会開催自体が励みになっていると思う。
◯着想の自由が参考になった。
◯各々の地域で頑張っていることを知ることができて良かった。

◯高齢化が来る前に新しい年寄りに優しいまちづくりをしていきたい。

◯住民ボランティアだけでなく、専門的な部分も業者に手伝ってもらう費用も計上してほしい。
◯もっと苦労話が欲しい。

◯任意団体の自主性の事業の推進が大切。

◯継続していくことが大切だと思います。
◯若い人をどう取り入れるかが一番の課題だと思います。
◯金銭的報告をもっと単純に発表してほしい。
◯内容が上手く伝わらない。
◯広く制度をアピールしてほしい。（HP等で宣伝）
◯毎回行われる発表が楽しみです。
◯健康寿命を伸ばす社会に向かって頑張っていきたい。
◯身近に感じる事業を参考に、誰でも参加できる事業の発表をしてほしい。

◯１％まちづくり事業に取り組むには多数になるので自分の町内では今何が必要か考えさせられました。


